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I ��姶良西部合併協議会 �� 
十、 i′ 壁 書 �誠二 � 剛一　　　一　・ 

韮∃潤に二葉三二割 
「調印式は行わない」と発言する福元久夫姶良町長

平
成
十
五
年
四
月
に
設
置
さ
れ
、

二
年
間
に
わ
た
り
合
併
協
議
を
続
け

て
き
た
姶
良
西
部
合
併
協
議
会
は
、

三
月
十
五
日
の
第
三
十
二
回
協
議
会

に
お
い
て
「
解
散
」
と
い
う
形
で
終

了
し
ま
し
た
。

現
行
合
併
特
例
法
に
基
づ
く
三
町

（
加
治
木
町
・
姶
良
町
・
蒲
生
町
）

の
合
併
は
『
不
成
立
』
と
い
う
こ
と

に
な
り
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
、
姶
良
西
部
合
併
協
議
会
が

解
散
に
至
っ
た
経
緯
を
み
な
さ
ま
に

お
知
ら
せ
し
、
今
後
加
治
木
町
が
進

む
べ
き
道
を
お
示
し
し
ま
す
。

協
議
会
で
は
す
べ
て
の
協
韻
が

終
了
し
た
は
ず
じ
ゃ
な
い
の
？

姶
良
西
部
合
併
協
議
会
は
、
平
成

十
六
年
六
月
十
五
日
の
第
二
十
二
回

協
議
会
に
お
い
て
、
姶
良
町
議
会
選

出
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
　
「
鹿
児
島
県

市
町
村
土
地
開
発
公
社
加
治
木
町
支

社
の
保
有
地
問
題
を
最
優
先
に
協
議

を
す
べ
き
で
あ
る
。
」
　
と
い
う
緊
急

動
議
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
し
ば
ら
く

休
止
状
態
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
二
月
八
日
、
約
七
か

月
ぶ
り
に
協
議
会
が
再
開
。
冒
頭
、

協
議
会
長
の
福
元
久
夫
姶
良
町
長
は

「
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
県
へ
の
合
併
申
請
を
目
指
す
。
」

と
い
う
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。
再

開
後
は
休
止
の
原
因
と
な
っ
た
保
有

地
問
題
が
協
議
の
中
心
と
な
り
、
協

議
は
分
科
会
　
（
担
当
職
員
）
、
部
会

（
課
長
級
）
、
幹
事
会
　
（
課
長
級
、
助

役
）
　
で
検
討
し
た
内
容
を
協
議
会
に

提
案
す
る
流
れ
で
進
み
ま
し
た
。

分
科
会
に
お
い
て
加
治
木
町
は
、

「
須
崎
地
区
公
共
用
地
等
は
、
年
約

八
千
万
円
の
三
十
年
間
の
割
賦
に
よ

り
、
平
成
十
七
年
度
中
に
公
社
か
ら

買
い
取
る
た
め
、
現
在
具
体
的
な
事

前
調
査
を
実
施
中
。
」
　
と
説
明
。
こ

の
提
案
に
つ
い
て
、
専
門
部
会
、
幹

事
会
で
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

蒲
生
町
は
同
意
し
ま
し
た
が
、
姶

（

良
町
側
の
　
「
新
市
の
財
政
に
悪
影
響

が
あ
る
」
　
と
い
う
見
解
は
変
わ
ら
ず

調
整
は
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

幹
事
会
の
終
了
間
際
に
姶
良
町
か

ら
、
「
幹
事
会
終
了
後
に
再
度
内
部

協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
」

と
要
望
が
あ
り
　
「
翌
日
の
合
併
協
議

会
に
そ
の
結
果
を
持
ち
寄
る
。
」
　
と

い
う
こ
と
で
幹
事
会
は
了
承
。
こ
う

し
て
、
三
月
一
日
の
第
三
十
回
協
議

会
を
待
つ
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

第
三
十
回
協
議
会
で
姶
良
町
は
、

「
鹿
児
島
県
市
町
村
土
地
開
発
公
社

加
治
木
町
支
社
の
所
有
す
る
公
共
用

地
に
つ
い
て
、
加
治
木
町
は
平
成
十

六
年
度
中
に
債
務
負
担
行
為
　
（
事
業

目
的
、
期
間
及
び
限
度
額
等
）
　
を
設

定
し
、
議
会
の
議
決
を
得
る
こ
と
。
」

と
提
案
。
結
局
、
協
議
会
で
は
こ
の

姶
良
町
案
が
全
会
一
致
で
決
定
さ

れ
、
開
発
公
社
の
土
地
問
題
は
解
決

し
、
合
併
に
向
け
て
の
準
備
は
整
い

つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

何
が
原
因
で
解
散
に
な
っ
た
の
？

協
議
会
で
は
す
べ
て
の
協
定
項
目

の
調
整
が
終
了
し
、
三
町
の
議
会
に

合
併
に
つ
い
て
の
「
廃
置
分
合
議
案
」

を
提
出
し
、
そ
の
結
果
を
待
つ
の
み

で
し
た
が
、
姶
良
町
と
蒲
生
町
で
は
、

三
月
十
三
日
の
　
「
三
町
合
併
に
関
す

る
住
民
投
票
」
　
と
い
う
ハ
ー
ド
ル
が

（

残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
、
蒲
生
町
は
圧
倒
的
多
数

で
賛
成
と
な
り
ま
し
た
が
、
姶
良
町

は
開
票
条
件
と
し
て
設
定
し
た
六
十

パ
ー
セ
ン
ト
の
投
票
率
に
達
せ
ず
、

開
票
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

姶
良
町
長
は
、
「
投
票
率
が
五
十

パ
ー
セ
ン
ト
台
で
あ
っ
た
こ
と
は
一

定
の
評
価
は
す
る
が
、
六
十
パ
ー
セ

ン
ト
に
満
た
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
姶
良
町
民
は
合
併
に
対
す
る

意
識
が
低
か
っ
た
と
解
釈
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
」
　
と
述
べ
、
さ
ら
に
　
「
姶

良
町
合
併
調
査
特
別
委
員
会
で
現
行

特
例
法
に
基
づ
く
合
併
は
現
段
階
で

は
無
理
。
」
　
と
い
う
決
議
が
さ
れ
た

こ
と
を
理
由
に
、
「
仮
に
調
印
式
を

実
施
し
て
も
、
議
会
が
廃
置
分
合
議

案
を
否
決
す
る
可
能
性
が
極
め
て
高

い
。
し
た
が
っ
て
調
印
式
を
実
施
す

る
こ
と
自
体
暴
挙
で
あ
り
、
茶
番
劇

で
あ
る
。
」
　
と
、
調
印
式
は
行
わ
な

い
と
い
う
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

加
治
木
町
長
は
、
「
す
べ
て
の
協

議
が
終
了
し
、
そ
の
け
じ
め
と
し
て

調
印
式
は
実
施
す
べ
き
。
最
終
的
な

判
断
は
三
町
の
議
会
に
仰
ぐ
べ
き
で

こ
の
こ
と
が
合
併
協
議
会
の
町
民
に

対
す
る
責
務
で
あ
る
。
」
　
と
主
張
。

加
治
木
町
議
会
議
長
も
同
様
の
見
解

で
発
言
し
ま
し
た
。

一
方
、
蒲
生
町
長
は
　
「
姶
良
町
長

が
調
印
式
を
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
合

併
は
成
立
し
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
の
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協
議
会
は
解
散
す
べ
き
で
あ
る
。
」

と
発
言
。
姶
良
町
長
の
調
印
式
に
対

す
る
否
定
的
な
見
解
で
協
議
は
難
航

し
ま
し
た
。

最
終
的
に
は
、
会
長
が
協
議
会
を

ま
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
責
任
を
と
っ

て
辞
任
し
、
新
会
長
の
蒲
生
町
長
の

も
と
　
「
協
議
会
解
散
」
　
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

解
散
と
い
う
結
果
を

ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
？

合
併
協
議
会
は
、
基
本
的
に
は
合

併
の
可
否
を
含
め
て
協
議
す
る
組
織

で
あ
り
、
今
回
の
　
「
解
散
」
　
と
い
う

選
択
肢
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
重
要
な
こ
と
は
、
「
協
議

会
の
中
で
は
ど
の
よ
う
な
議
論
が
な

さ
れ
た
の
か
。
」
　
と
い
う
こ
と
な
の

です。協
議
会
で
は
、
土
地
開
発
公
社
の

件
は
　
「
全
会
一
致
」
　
で
議
決
さ
れ
た

こ
と
は
先
に
述
べ
ま
し
た
が
、
こ
れ

に
は
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
協

議
会
の
委
員
に
は
三
町
の
議
長
と
議

員
が
二
名
ず
つ
、
学
識
経
験
者
が
各

町
三
名
、
広
域
枠
の
学
識
経
験
者
が

三
名
の
計
二
十
一
名
の
委
員
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
姶
良

町
の
議
員
も
含
ま
れ
て
の
　
「
全
会
一

致
」
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

姶
良
町
合
併
調
査
特
別
委
員
会
の

「
現
行
法
の
中
で
の
合
併
は
無
理
」

と
い
う
判
断
は
、
姶
良
町
議
会
の
判

断
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
加

治
木
町
が
評
価
す
る
立
場
に
な
い
こ

と
は
当
然
で
す
。
し
か
し
、
理
解
で

き
な
い
の
は
、
協
議
会
の
委
員
で
あ

る
姶
良
町
議
会
の
一
部
議
員
が
、

「
全
会
一
致
」
　
で
姶
良
町
案
で
決
定

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
開
発
公

社
の
件
に
つ
い
て
は
新
市
の
財
政
に

極
め
て
悪
影
響
が
あ
る
」
　
と
い
う
反

対
の
立
場
で
加
治
木
町
を
批
判
し
て

い
る
こ
と
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
「
協
議
会
委
員
と

し
て
の
立
場
と
議
員
と
し
て
の
立
場

が
あ
る
」
　
と
言
わ
れ
る
と
そ
れ
ま
で

で
す
が
、
一
貫
性
の
な
い
こ
と
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

行
政
は
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
あ

る
わ
け
で
、
協
議
会
が
解
散
し
て
も

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
加
治
木
町
は
、

今
後
し
ば
ら
く
は
単
独
の
道
を
進
ん

で
い
く
こ
と
に
な
り
　
「
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
を
ど
う
す
る
か
」
　
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

須
崎
地
区
公
其
用
地
は

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の
？

協
議
会
で
決
定
さ
れ
た
　
「
平
成
十

六
年
度
中
に
債
務
負
担
行
為
　
（
事
業

目
的
、
期
間
及
び
限
度
額
等
）
　
を
設

定
し
、
議
会
の
議
決
を
得
る
。
」
　
の

内
容
ど
お
り
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
具
体
的
な
事
業
導
入
に
つ

い
て
は
、
現
在
基
礎
調
査
を
実
施
し

て
お
り
、
「
住
民
の
皆
様
に
と
っ
て

魅
力
の
あ
る
須
崎
地
区
公
共
用
地
」

に
し
て
い
き
ま
す
。
加
治
木
町
、
姶

良
町
の
鹿
児
島
湾
沿
い
に
広
大
な
土

地
が
確
保
さ
れ
て
い
る
の
は
須
崎
地

区
公
共
用
地
し
か
な
く
、
将
来
に
渡

っ
て
有
効
利
用
で
き
る
貴
重
な
土
地

で
す
の
で
、
慎
重
に
事
業
導
入
を
考

え
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
合
併
協
議
は

ま
っ
た
く
無
駄
だ
っ
た
の
？

合
併
協
議
に
費
や
し
た
時
間
と
労

力
、
経
費
は
大
変
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
三
町
で
調
整
し
て
き

た
事
業
の
中
で
、
各
町
の
良
い
面
と

悪
い
面
が
数
多
く
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
情
報
は
加
治
木
町
に
と
っ

て
　
「
大
き
な
財
産
」
　
で
す
。

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
で
き

る
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉
え
、
今
後
行

政
改
革
を
進
め
る
上
で
貴
重
な
情
報

に
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
土
地
開
発
公
社
の
件
に
つ
い

て
も
具
体
的
に
動
い
て
お
り
、
こ
の

こ
と
は
大
き
な
成
果
で
す
。

姶
良
町
・
諸
生
面
と
の
関
係
は

今
絶
と
う
な
る
の
？

姶
良
西
部
衛
生
処
理
組
合
、
姶
良

西
部
消
防
組
合
、
姶
良
伊
佐
地
区
介

護
保
険
組
合
な
ど
、
広
域
的
な
一
部

事
務
組
合
は
住
民
の
生
活
に
直
結
し

た
大
切
な
組
織
で
す
。

今
回
合
併
は
成
立
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
広
域
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
は

極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
今
後

も
三
町
で
手
を
取
り
合
っ
て
広
域
行

政
を
積
極
的
に
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
合
併
が
成
立
し

な
か
っ
た
の
だ
か
ら
住
民
に
影
響
が

あ
る
の
で
は
？
」
　
と
い
う
声
が
聞
か

れ
ま
す
が
、
決
し
て
そ
の
よ
う
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
子
高
齢
化
の

問
題
、
生
活
圏
域
の
広
域
化
、
地
方

分
権
な
ど
大
き
な
問
題
が
あ
り
、
今

ま
で
以
上
に
三
町
は
連
携
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
の
合
併
は
ど
う
な
る
の
？

平
成
十
七
年
四
月
一
日
以
降
に
合

併
す
る
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
合
併

新
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
法
律
に
は
市
町
村
の
合
併

に
関
す
る
障
害
を
除
去
す
る
た
め
の

特
例
措
置
が
引
き
続
き
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
地
方
税
の
不
均
一

課
税
、
議
員
の
在
任
特
例
、
三
万
市

特
例
等
で
す
。
た
だ
し
、
現
行
合
併

特
例
法
の
よ
う
な
財
政
支
援
措
置
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
合
併
特
例
倭
を

発
行
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
合

併
算
定
替
　
（
地
方
交
付
税
）
　
は
、
現

行
の
特
例
期
間
で
あ
る
十
年
間
か
ら

段
階
的
に
五
年
に
縮
小
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
都
道
府
県
が
総
務
大
臣
の

定
め
る
基
本
指
針
に
基
づ
き
、
市
町

村
合
併
の
推
進
審
議
会
の
意
見
を
聞

い
て
、
市
町
村
合
併
の
推
進
に
関
す

る
構
想
を
策
足
し
ま
す
。
都
道
府
県

知
事
は
構
想
に
基
づ
き
、
あ
っ
せ
ん

や
調
停
、
勧
告
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
合
併
特
例
区
制
度
の
創

設
等
に
よ
り
、
旧
市
町
村
の
ま
と
ま

り
に
配
慮
し
っ
つ
合
併
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

加
治
木
町
は
、
し
ば
ら
く
は
単
独

の
道
を
進
む
こ
と
と
な
り
、
ま
ず
は

厳
し
い
財
政
状
況
を
ど
の
よ
う
に
乗

り
越
え
て
い
く
の
か
「
行
財
政
改
革
」

を
住
民
の
皆
様
と
い
っ
し
ょ
に
考
え

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
二
年
余
り
の
合
併
協
議
は

加
治
木
町
に
と
っ
て
は
意
義
深
い
も

の
で
し
た
。
こ
の
経
験
を
生
か
し
て

「
ま
ち
づ
く
り
」
　
を
進
め
て
い
く
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
。

新
た
な
合
併
に
つ
い
て
は
現
段
階

で
は
不
透
明
で
す
が
、
近
い
将
来
ま

た
合
併
に
つ
い
て
の
動
き
が
あ
る
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
っ
か

り
と
地
に
足
を
つ
け
、
住
民
の
皆
様

と
一
緒
に
　
「
ま
ち
づ
く
り
」
　
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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「手びねり体験」「電動ろくろ体験」「絵付け」の三つのコースが

あります。やさしい陶工さんが指導しますので初めての方でも安Iさら

形ができたら好きな色を選ぶだけで、作品仕上げからお届けまで、
スタッフが責任を持って行います。

コ �音容各 � �撲竃 �時間 �9日胡帽は �体験料 

雲動ろ・≪“あ ���1kg �2時間経度2個まで ��1，680円 

三∴ �荻治 �妙 �500g �1時間程度 �2個まで �1，260円 

子　∵ �∴∴ミ � �1．5kg �1．5時間程度 �5個まで �3，150円 

霊，「「言 �� �皿各種 �30分以内 �1個 �皿の選択 840円～ 

義

悟 �／／ノ ノ／ ∴ � �●I ∴：∴∴告 
重 � 

高・ダI〃SSH‘i衿‾ 

卓球やバドミントンなどの軽スポ
ーツが楽しめます。

《陶芸室》

li88臆は88m－、‾・ 

l　＿ 

′ 　‾′∴－ l 子吉　∴∴：∴ 

二1

グラウンドゴルフやゲートボール、テニス

やフットサルなどのスポーツ、各種レクリ

エーションなどに利用できます。

陶
夢
ラ
ン
ド
に
は
、
陶
芸
体
験

館
や
多
目
的
の
芝
広
場
、
屋
内
競

技
場
な
ど
が
あ
り
　
「
創
作
活
動
」

や
　
「
健
康
作
り
」
　
に
は
持
っ
て
こ

い
。
ほ
か
に
も
子
ど
も
た
ち
に
人

気
の
わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
や
遊
水
施

設
な
ど
が
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
幅
広
い
年
代
層
に
対
応
し

た
総
合
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

雑

書

¶

…

…

健
康
的
に
ス
ポ
ー
ツ
や
ア
ー
ト

を
楽
し
め
る
陶
夢
ラ
ン
ド
の
五
つ

の
エ
リ
ア
を
紹
介
し
ま
す
。
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
陶
夢
ラ
ン
ド

で
遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

票
「
二
十
亘
理
　
　
≡

出
か
け
よ
う

《
多
目
的
ホ
ー
ル
》
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斡 �熊・′，、∴土 　∴∴ll � 

享でぎ鴬舌 ��二義三一・一円 

、”車

∴　　‾・
高さ4メートルのミニ

龍門滝や深さ30セン

チのじゃぶじゃぶ池、

高畠せせらぎ水路など
小さな子どもさんも

安心して遊べます。

（′1 1‘●： �） 

鞄 ∴ ∴∴「 �e‾ 言へ∴i i‾‾i事・千・i二’ 騙 

グラウンドゴルフや

ボール遊びなど使い

方はいろいろ。さま

hÅ」ざまな催物に対応で

！きます。また、13種

リムで体力つくり

擁罰＿選血 ／一〝 ���������鏑 ユー→ ���÷一軍 

棚 � ���二手、 ��亀 　山 �����干　∴詳 �Il ��主r勤 ��i阜 

．∴軍「古土 ‾琴撃額一一 id○○重工 ��� �：捕 患 � ��1 �馨妻 �蛋 �藍霞掃門 ブヽ、1L i肥 ��一一一三毒力 

LL ��－　j �l ：．l t＼〟＿＿ ���� � �ド �＼＿i �闘 i I � �さ ll i望 �I l 窮 �� 

三．‾÷∴ （壕±寄＼ 　‾＝〇〇一 ら仁王チタ‘‾ ．＿＿＝－‾‾‾‾ 

」001 ���－ ���� 

弱類の健康トリムも備

えています。

すべり台やジャングルジム、ター

ザンロープなどの大型コンビネー

ション遊具があります。

単位：円（税込み） ������������「 

休 苦 心 �：十∴e∴ 轟音臆幽幽門掌 一∴riノ∵〆∴∴一 に望望撃S岩iL螺畷 J。綱ヽ、竺雪羅嘉 肺…駕、一語〃GSJ恥治水獣 至触醐£∴∴∴融10瑚ヽ至中人し崎 �日） �li �／’－ノ ��単∴倦 ��使用漕・ �棚嘉調圏握り �� 

国書満室葛　篭 �����照明 �●iit’＝二 伸暖房 

屋内競技場 ���1 時 間 �1／3 �210 �210 � 半面 �315 

全面 �630 �420 

芝　広　場 （通常は無料） ���展示 �1m21日 �5 �105 
占有 �全面1時間 �210 

堕 云 体 験 館 �多目的ホール ��1 時 間 �全面 �630 �210 �420 

半面 �315 

陶　芸 �皇 室 ��作問台1台 �105 1260 � 

日：毎週月曜日（月曜日が祝日の時は 年末年始（12月28日～1月4日） 三．“霜田日暮三 鷹，高11；；漢ここ81“●’●登園●●I● ���調　理 ��4時間 ��� �105 

研　修　室 ��9時～12時 ��l 315 

9時～17時 ��840 

9時～22時 ��1，575 

13時～17時 ��420 

13時～22時 ��1，155 

18時～22時 ��630 

※　利用者が町外の場合は2割増しになります。 
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耕一ノ　　　月手嶋鵜8m工・＿ 出ら‾‾　＿心＿ 

一＿一一二三三岳“息もぴったり”の三味線演奏

生活怒融＼・　－ 
l∴、∴’ ー ＿i章 子足∴ 

バンド演奏で盛り上がったヤングフェスタ

キ
ャ
ロ
ッ
ト
う
ど
ん
が
最
優
秀
賞

農
村
女
性
起
業
加
工
品
コ
ン
ク
ー
ル

か
ご
し
ま
の
　
「
食
」
　
交
流
推
進
機
構
主

催
の
農
村
女
性
起
業
加
工
品
コ
ン
ク
ー
ル

に
お
い
て
、
加
治
木
町
農
産
加
工
有
限
会

社
の
　
「
キ
ャ
ロ
ッ
ト
う
ど
ん
　
（
乾
麺
）
」
　
が

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン

ク
ー
ル
は
、
多
様
化
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
、
売
れ
る
商
品
作
り
を
目
的
と

し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
。

一
月
十
二
日
、
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で

賞
状
を
受
け
取
っ
た
森
木
カ
ズ
子
代
表
は
、

「
主
食
と
な
る
も
の
に
人
参
を
使
っ
て
み
よ

う
と
考
え
た
の
が
商
品
開
発
の
き
っ
か
け
。

二
年
間
試
行
錯
誤
し
、
や
っ
と
満
足
い
く

も
の
が
完
成
し
ま
し
た
。
」
　
と
嬉
し
そ
う
に

話
し
て
い
ま
し
た
。

恒
例
「
番
を
呼
ぶ
初
市
」

1
5
0
の
露
天
に
人
の
波

加
治
木
の
年
中
行
事
の
一
つ
で
あ
る
初

市
が
三
月
二
日
と
三
日
の
二
日
間
、
蒲
生

田
通
り
を
中
心
に
開
催
さ
れ
、
日
用
品
や

食
料
品
、
苗
木
や
庭
木
な
ど
を
買
い
求
め

る
大
勢
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

年
末
の
師
走
市
が
、
蒲
生
田
通
り
線
の

改
修
工
事
の
た
め
中
止
と
な
っ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
久
々
の
市
の
開
催
に
買
物
客

の
足
取
り
も
心
な
し
か
軽
や
か
。
両
手
い

っ
ぱ
い
に
荷
物
を
抱
え
て
い
る
人
の
姿
も

数
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

初
市
は
、
天
保
九
年
　
（
一
八
三
八
年
）

の
頃
か
ら
市
が
た
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
、

当
時
か
ら
陸
路
や
海
路
を
通
じ
て
や
っ
て

く
る
人
々
で
賑
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

元
気
は
つ
ら
つ
生
き
生
き
と

老
人
ク
ラ
ブ
芸
能
大
会

第
二
十
七
回
加
治
木
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
　
（
鎌
倉
良
彦
会
長
、
二
十
五
単
老
）

の
芸
能
大
会
が
三
月
二
十
日
、
加
音
ホ
ー

ル
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
個
人
や

グ
ル
ー
プ
な
ど
三
十
団
体
か
ら
百
六
十
人

余
り
が
華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
衣
装
に
身
を

包
ん
で
出
演
。
歌
や
舞
踊
、
三
味
線
や
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
な
ど
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
楽
し
く
の
び
の
び
と
発
表
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
四
百
人
余
り
の
観
客
が
詰
め

か
け
、
一
つ
の
演
目
が
終
わ
る
た
び
に
大

き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
大
会

の
最
後
は
、
全
員
で
加
治
木
町
民
歌
を
元

気
に
歌
い
、
こ
れ
か
ら
も
長
生
き
す
る
こ

と
誓
い
合
い
ま
し
た
。

み
ん
な
が
主
役

ロ
ー
タ
リ
ー
加
害
フ
ェ
ス
タ

加
治
木
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
の
ロ

ー
タ
リ
ー
加
音
フ
ェ
ス
タ
が
三
月
十
二
日

と
十
三
日
の
両
日
、
加
音
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
の
創
立
三
十
周
年
を
記
念
し
、

町
民
参
加
型
の
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
フ
ェ
ス
タ
も
今
年
で
九
回
目
。
今
回
は
、

町
内
外
の
六
十
一
団
体
か
ら
約
九
百
人
が

ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
披
露
。
観
客
席
か
ら
大
き
な
拍
手
を
浴

び
て
い
ま
し
た
。

大
ホ
ー
ル
で
は
日
舞
、
三
味
線
、
ダ
ン

ス
、
合
唱
な
ど
が
、
小
ホ
ー
ル
で
は
ロ
ッ

ク
バ
ン
ド
演
奏
、
演
劇
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ

ー
な
ど
が
あ
り
、
二
日
間
で
延
べ
三
千
人

が
多
彩
な
舞
台
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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契約書に調印するIiI野町長（手前）

o

一㌔　‾－‾‾　高子 
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コマ図を頼りにスタートする参加者

＼ここ； �� � 

表彰状を手にする後藤秀行監査委員

／仁▲ ＼－＿∴ 王 �「1ヽ ●〇年、ヽ 　一十一′ ��‾工賃－‾t i∴一拍醒車i 

■易 
∴葛 �l I I � 
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農家が手塩にかけて育てた牛たち

民
間
資
本
を
有
効
活
用

借
上
型
公
営
住
宅
で
葉
書
と
調
印

公
営
住
宅
建
替
事
業
で
、
こ
の
た
び
春

日
住
宅
の
一
期
工
事
　
（
三
棟
三
十
四
戸
）

が
完
成
。
設
計
・
施
工
を
行
っ
た
弓
場
建

設
株
式
会
社
　
（
鹿
児
島
市
）
　
と
町
と
の
間

で
二
月
二
十
一
日
、
借
上
型
公
営
住
宅

「
春
日
住
宅
」
　
の
契
約
調
印
を
取
り
交
わ
し

ま
し
た
。
新
し
く
完
成
し
た
春
日
住
宅
は

R
C
造
、
二
階
建
て
の
耐
火
構
造
で
間
取

り
は
二
L
D
K
。

黒
川
住
宅
一
期
工
事
　
（
一
棟
十
戸
）
　
分

に
つ
い
て
も
二
月
二
十
八
日
に
、
（
有
）
　
大

和
と
調
印
を
行
い
ま
し
た
。
新
し
い
住
宅

名
は
　
「
ゆ
い
タ
ウ
ン
く
ろ
か
わ
」
　
で
、
鉄

骨
造
り
二
階
建
て
の
準
耐
火
構
造
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
の
住
宅
も
町
が
十
五
年
間
借
り

上
げ
、
そ
の
後
は
業
者
か
ら
無
償
譲
渡
し

て
も
ら
う
内
容
で
す
。

後
藤
秀
行
さ
ん
に
表
彰
状

監
査
委
員
を
五
年
以
上

加
治
木
町
監
査
委
員
の
後
藤
秀
行
さ
ん

が
、
鹿
児
島
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
監
査
委
員
と
し
て
五
年
以
上

在
籍
し
、
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
多
大

な
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
、
二
月
十
四
日
に
開
か
れ
た
平
成
十

六
年
度
鹿
児
島
県
監
査
委
員
協
議
会
定
期

総
会
の
席
上
で
、
後
藤
さ
ん
を
は
じ
め
、

県
内
町
村
の
二
十
二
人
の
監
査
委
員
に
表

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

後
藤
さ
ん
は
、
平
成
十
一
年
六
月
か
ら
、

識
見
の
代
表
監
査
委
員
と
し
て
議
会
選
出

の
監
査
委
員
と
共
に
町
の
事
務
事
業
の
執

行
に
つ
い
て
監
査
を
実
施
。
各
執
行
機
関

に
指
導
・
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
m

目
的
地
は
ど
っ
ち
？

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
で
町
内
を
散
策

町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
主
催
の

「
わ
く
わ
く
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
」
　
が
三

月
二
十
日
、
町
役
場
を
発
着
点
と
す
る
柁

城
中
校
区
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
、
交
差
点
や
分
岐

点
だ
け
が
描
か
れ
た
コ
マ
図
と
呼
ば
れ
る

連
続
図
を
た
よ
り
に
、
コ
ー
ス
途
中
の
チ

ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
問
題
を
解
き
な
が
ら

歩
く
ゲ
ー
ム
。
大
会
に
は
、
家
族
や
友
達

同
士
な
ど
で
構
成
す
る
十
一
チ
ー
ム
三
十

五
人
が
参
加
。
あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
で

し
た
が
、
参
加
者
た
ち
は
み
な
元
気
よ
く

ス
タ
ー
ト
し
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
地
点

で
は
仲
間
同
士
で
協
力
し
て
問
題
を
解
い

た
り
、
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま

した。

郡
共
進
会
出
品
の
五
頭
が
決
定

町
春
季
畜
産
共
進
会

肉
用
牛
の
改
良
増
殖
と
畜
産
振
興
を
目

的
に
、
町
春
季
畜
産
共
進
会
が
三
月
二
十

三
日
、
小
山
田
の
畜
産
共
進
会
会
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
出
品
さ
れ
た
三
十
五
頭

の
中
か
ら
、
四
月
十
五
日
開
催
の
姶
良
地

域
畜
産
共
進
会
へ
出
品
す
る
五
頭
が
決
定

し
ま
し
た
。

【成績】
▽
肉
用
牛
一
部
　
一
席
－
★
山
口
正
春

二
席
－
垂
水
純
夫
　
三
席
－
内
村
行
男

▽
肉
用
牛
二
部
一
席
－
★
末
吉
泰
　
二

席
－
★
内
村
靖
夫
　
三
席
－
★
田
代
快
男

▽
肉
用
牛
三
部
一
席
－
★
小
宮
路
節
子

二
席
－
日
高
親
　
三
席
－
榎
谷
則
良

※
名
前
に
★
印
の
つ
い
て
い
る
方
が
姶
良

地
域
畜
産
共
進
会
へ
出
品
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5
月
5
日
～
5
月
日
日
は

児
童
福
祉
週
間

「
こ
ど
も
の
日
」
　
は
、
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
を
願
う
日
で
す
。
ま

た
、
こ
の
日
を
は
じ
め
と
す
る
一
週

間
は
児
童
福
祉
週
間
と
定
め
ら
れ
、

子
ど
も
や
家
庭
に
関
す
る
意
識
啓
発

を
図
る
期
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
、
心
豊
か
に
、
た

く
ま
し
く
成
長
で
き
る
よ
う
な
社
会

に
つ
い
て
、
児
童
福
祉
週
間
を
き
っ

か
け
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
児
童
福
祉
課

皿
0
9
9
　
（
2
8
6
）
　
2
7
6
6

に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
お
子
さ
ん
と

次
の
こ
と
を
約
束
し
ま
し
ょ
う
。

○
友
だ
ち
と
一
緒
に
通
学
し
ま
す
。

○
遊
び
に
行
く
と
き
は
必
ず
親
に
行

き
先
を
伝
え
ま
す
。

○
道
草
は
し
ま
せ
ん
。

○
知
ら
な
い
人
に
は
絶
対
に
つ
い
て

行
き
ま
せ
ん
。

○
危
険
な
目
に
あ
っ
た
ら
大
き
な
声

で
助
け
を
呼
び
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
警
生
活
安
全
企
画
課

皿
0
9
9
　
（
2
0
6
）
　
0
1
1
0

け
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
婦

人
相
談
所
へ
相
談
す
る
か
、
身
の
危

険
を
感
じ
る
場
合
な
ど
は
、
お
近
く

の
警
察
署
へ
御
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
県
・
市
町
村
相
談
窓
口
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
婦
人
相
談
所

肌
0
9
9
　
（
2
2
2
）
　
1
4
6
7

で
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

○
農
作
業
に
出
か
け
る
前
に
家
族
な

ど
に
一
声
掛
け
、
所
在
な
ど
を
明

ら
か
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
経
営
技
術
課

冊
0
9
9
　
（
2
8
6
）
　
3
1
5
5

に
つ
い
て
、
保
証
料
率
の
0
・
1
引

き
下
げ
措
置
を
平
成
1
8
年
3
月
3
1
日

（
金
）
　
ま
で
延
長
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
経
営
金
融
課

Ⅲ
0
9
9
　
（
2
8
6
）
　
2
9
4
6

●

●

●

一
人
で
悩
ま
な
い
で

女
性
の
た
め
の
相
談
窓
口

子
ど
も
の
安
全
を
守
る

「
子
ど
も
1
1
0
番
の
家
」

警
察
で
は
、
通
学
路
や
公
園
周
辺

に
あ
る
商
店
主
の
方
な
ど
に
　
「
子
ど

も
1
1
0
番
の
家
」
　
を
委
嘱
し
、
声

か
け
な
ど
の
危
険
な
目
に
あ
っ
て
、

駆
け
込
ん
で
き
た
子
ど
も
を
保
護
し

た
り
、
警
察
へ
の
通
報
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

家
庭
で
は
、
子
ど
も
が
危
険
な
目

婦
人
相
談
所
で
は
、
女
性
が
抱
え

る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
の
相
談
に
電
話

や
直
接
の
面
談
で
応
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
家
に
帰
れ
な
い
事
情
の
あ

る
方
、
落
ち
着
き
先
の
な
い
方
で
、

必
要
と
認
め
ら
れ
た
方
は
、
短
期
間

の
一
時
保
護
も
で
き
ま
す
。
お
気
軽

に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
と
し
て
、
配
偶
者
な
ど
か
ら

の
暴
力
の
相
談
・
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
　
（
事
前
電
話
予
約
）
　
も
受
け
付

…
4
月
は

茎
の
露
萎
堅
塁
動
月
間

農
業
機
械
利
用
に
よ
る
農
作
業
事

故
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

○
ゆ
と
り
を
も
っ
た
無
理
の
な
い
農

作
業
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
機
械
や
作
業
場
所
の
整
備
・
点
検

を
事
前
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
ほ
場
へ
の
進
入
路
や
段
差
に
は
十

分
注
意
し
、
転
落
・
転
倒
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
一
般
道
路
で
の
走
行
で
は
、
低
速

走
行
や
一
時
停
止
な
ど
に
よ
り
、

他
の
車
両
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う。
○
農
作
業
中
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
明
る
い
う
ち
に
、
複
数
の
人

県
中
小
企
業

融
資
制
度
を
改
正

ス
タ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

全
国
星
空
継
続
観
察

平
成
1
7
年
度
か
ら
県
融
資
制
度
を

次
の
と
お
り
改
正
し
ま
す
。

①
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
支
援
資
金

経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
優

れ
た
ア
イ
デ
ア
、
技
術
な
ど
を
持
つ

起
業
者
又
は
中
小
企
業
者
に
対
し
、

融
資
条
件
を
緩
和
し
た
資
金
を
創
設

し
支
援
し
ま
す
。

②
新
事
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
資
金

公
共
事
業
の
縮
減
な
ど
に
よ
り
、

売
上
額
が
減
少
し
て
い
る
建
設
業
、

最
近
の
経
済
変
動
に
よ
り
事
業
活
動

に
支
障
を
生
じ
て
い
る
中
小
企
業
者

な
ど
の
事
業
の
多
角
化
を
支
援
し
ま

す。③
信
用
保
証
料
率
の
引
下
げ
措
置
の

延
長中
小
企
業
振
興
資
金
の
運
転
資
金

ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
は
、
星
空

観
察
と
い
う
身
近
な
方
法
を
通
じ
、

大
気
環
境
保
全
の
重
要
性
を
多
く
の

方
々
に
考
え
て
も
ら
う
た
め
に
、
夏

（
7
月
）
　
と
冬
　
（
1
月
）
　
の
年
2
回

実
施
さ
れ
ま
す
。

全
国
各
地
の
星
空
を
一
斉
に
観
察

す
る
こ
と
で
、
街
灯
や
ネ
オ
ン
と
い

っ
た
人
工
的
な
光
の
影
響
や
地
域
に

よ
る
大
気
の
状
態
の
違
い
が
分
か
る

こ
と
に
な
る
の
で
、
た
く
さ
ん
の
団

体
の
参
加
が
望
ま
れ
ま
す
。

専
門
的
な
知
識
や
機
材
は
不
要
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
御
参
加
く
だ
さ

い。○
参
加
料
　
無
料

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
環
境
管
理
課

肌
0
9
9
　
（
2
8
6
）
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個■D4月24 �白　く日） �� 
［開演13：301 

倍量か加音ホール大ホール （田園D無料 璽＿井手茂貴（宮崎県警音楽隊隊長）ほか 演奏曲目 青い山脈、国民の象徴、スターパズルマーチ、 

ピータールー序曲　ほか 

日本吹奏楽連盟理事、県吹奏楽連盟理事長として、永年 
音楽教育の発展向上に害与、また地域の吹奏楽育成にカを 
注ぎ、この3月で加治木中学校を退職された菊地洋一先生 
に感謝の意を表して企画したコンサートです。 
昨年、県中学校吹奏楽コンクールで金賞を受賞（九州大会 
出場）し高い演奏力を評価された中学生をはじめ、多くの 
OBが参加する楽しいコンサートです。 

みなさまの御来場をお待ちしています。 

加害 �重量j �遍巨看蔑夢二、予言 
請書 �漢音田岡…烏 �帳毒三三＿　1 　二二＿＿＿＿⊥臆■ 

個書証5月28日（土）
［開演19：001

四加音ホール（全席自由）
託児室有り

咽固め大学”一般1，000円高校生以下500円

個書証鶴田律晶
艦退潮

ビバルディ「四季」より春

ハイドン交響曲83番めんどり　ほか

◆問い合わせ先◆

加音ホール　　℡62－6200

役
場
職
員
の
人
事
異
動
が
次
の
と

お
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
　
　
）
　
は

旧
職
名
を
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

●
退
職
　
（
3
月
3
1
日
付
）

▽
稲
留
義
貢
▽
小
城
輝
夫
▽
烏
丸

勝
弘

●
異
動
　
（
4
月
1
日
付
）

【
総
務
課
】
　
▽
課
長
補
佐
兼
男
女
共

同
参
画
係
長
・
大
迫
紀
美
江
　
（
総

務
課
男
女
共
同
参
画
係
長
）
　
▽
文

化
会
館
係
長
÷
一
見
和
彦
　
（
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

長
兼
学
校
保
健
係
長
）
　
▽
庶
務
係

長
・
濱
田
耕
一
（
保
険
生
活
課
国

保
医
療
係
長
）

【
企
画
課
】
　
▽
課
長
・
前
畠
利
春
　
（

建
設
課
課
長
）
　
▽
福
留
剛
　
（
住
民

課
国
民
年
金
係
）
　
▽
坂
元
洋
基
　
（

保
険
生
活
課
環
境
衛
生
係
）

【
会
計
課
】
　
▽
森
敦
子
　
（
企
画
課
企

画
調
整
係
）

【
住
民
課
】
　
▽
課
長
・
中
山
修
二
　
（

企
画
課
課
長
）
　
▽
課
長
補
佐
兼
記

録
係
長
・
岩
下
俊
男
　
（
住
民
課
課

長
補
佐
兼
年
金
係
長
兼
記
録
係
長

）
　
▽
町
民
係
長
・
川
田
サ
チ
子
　
（

健
康
福
祉
課
福
祉
サ
ー
ビ
ス
係
長
）

▽
国
民
年
金
係
長
・
田
畑
栄
寿

（
企
画
課
電
算
係
）
　
▽
岩
田
紀
子

（
会
計
課
会
計
係
）

【
税
務
課
】
　
▽
固
定
資
産
税
係
長
・

谷
山
浩
　
（
総
務
課
庶
務
係
長
）
　
▽

藤
崎
謙
二
　
（
健
康
福
祉
課
介
護
保

険
係
）
　
▽
猪
俣
志
郎
　
（
総
務
課
）

▽
若
松
健
剛
　
（
教
育
委
員
会
総
務

課
教
育
施
設
係
）
　
▽
山
口
孝
樹
　
（

水
道
課
業
務
係
）
　
▽
松
元
純
子
　
（

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
校
教

育係）
【
健
康
福
祉
課
】
　
▽
課
長
補
佐
兼
福

祉
サ
ー
ビ
ス
係
長
・
吉
江
澄
男
　
（

保
険
生
活
課
環
境
衛
生
係
長
）
　
▽

濱
田
省
吾
　
（
税
務
課
町
民
税
係
）

▽
平
山
雅
章
　
（
企
画
課
用
地
係
）

【
保
険
生
活
課
】
　
▽
課
長
・
自
尾
親

昭
　
（
住
民
課
課
長
）
　
▽
課
長
補
佐

兼
環
境
衛
生
係
長
・
岩
崎
丈
治
　
（

農
業
委
員
会
農
地
庶
務
係
長
）
　
▽

国
保
医
療
係
長
・
橋
本
博
文
　
（
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
椋
鳩
十
文

学
記
念
館
事
務
局
長
）
　
▽
有
田
加

代
子
　
（
税
務
課
納
税
推
進
係
）
　
▽

福
薗
雅
美
　
（
税
務
課
固
定
資
産
税

係
）
　
▽
小
山
田
保
育
所
・
吉
岡
万

里
子
　
（
保
険
生
活
課
生
活
児
童
係

）【
工
事
監
査
課
】
　
▽
契
約
係
長
兼
用

度
係
長
・
中
原
敏
晴
　
（
総
務
課
）

【
農
林
耕
地
課
】
　
▽
森
木
博
和
　
（
建

設
課
土
木
係
）

【
建
設
課
】
　
▽
課
長
・
神
村
次
郎
　
（

水
道
課
課
長
）
　
▽
課
長
補
佐
兼
土

木
係
長
・
川
原
秀
行
　
（
建
設
課
課

長
補
佐
兼
管
理
係
長
兼
土
木
係
長

）
　
▽
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
・
堂

森
勝
弘
　
（
教
育
委
員
会
総
務
課
課

長
補
佐
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
係

長
）
　
▽
徳
部
健
一
（
農
林
耕
地
課

林
務
水
産
係
）

【
教
育
委
員
会
総
務
課
】
　
▽
課
長
補

佐
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長
・

木
場
正
夫
　
（
住
民
課
課
長
補
佐
兼

町
民
係
長
）
　
▽
長
野
秀
朗
・
（
健

康
福
祉
課
福
祉
サ
ー
ビ
ス
係
）

【
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
】
　
▽
学

校
教
育
係
長
兼
学
校
保
健
係
長
・

二
見
昭
　
（
総
務
課
文
化
会
館
係
長
）

【
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
】
　
▽
椋

鳩
十
文
学
記
念
館
事
務
局
長
・
者

達
正
継
　
（
税
務
課
固
定
資
産
税
係

長）【
教
育
委
員
会
加
治
木
幼
稚
園
】
　
▽

吉
永
花
子
　
（
税
務
課
町
民
税
係
）

▽
冨
吉
恵
美
　
（
保
険
生
活
課
小

山
田
保
育
所
）

【
農
業
委
員
会
】
　
▽
事
務
局
次
長
兼

農
地
庶
務
係
長
・
西
猛
志
　
（
水
道

課
管
理
係
長
）

【
水
道
課
】
　
▽
課
長
・
今
西
健
二
　
（

保
険
生
活
課
課
長
）
　
▽
管
理
係
長

二
一
一
村
や
よ
い
　
（
水
道
課
管
理
係

）
　
▽
中
村
良
史
　
（
総
務
課
）
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あなたの健康づくりに町の各種健（検）診をお役立てください。
町では健康診査の対象者を把握し、受診希望者へ確実に通知をするため「登録調査」を実施します。
「受ける」と登録された方には事前に受診票を送付します。

※登録調査の対象者には

※昨年度までに登録を済

※昨年度までに登録がお

調査票が届きます。早めに登録しましょう。 � 

ませている方で内容に変更のある方は御連絡ください。 済みでない方は、早めに保健センターで登録しましょう。 

※自己負担金が昨年と一部変更になっています。　　i iの部分が変更になったところです。

健　診　名 �対　象　者 �時　　　　期 ��自己負担金 （生保世帯は無料） 

基本健康診査 �40歳以上 � �7月1日・4日～8日 7月11日～13日 7月27日・28日 6つの健（検）診を同時に実施 します。 希望されるものを受けてく ださい。 �1，300円 

胃　が　ん　検　診 �40歳以上 ���1，500円 

腹部超音波検診 �40歳以上 ���3，350円 

前立腺がん検診 （検診当日の申込み） �40歳以上 （男性） ���500円 

肺　が　ん　検　診 �40歳以上 ���40歳～64歳　600円 65歳以上　200円 嗜癖検査1，000円 

大腸がん検診 �40歳以上 �容器受け取り6月28日〃29日 容器は健診時に提出してください。 ��600円 

乳　が　ん　検　診 �40歳以上 �2月1日・2日・6日～9日 ��40代の方　　　2，400円 
（女性） �視触診とマンモクラフイがセット です。 2つの検診を同時に実施しま す。希望されるものを受け てください。 ��50歳以上の方1，700円 

骨組髭癌検診 �40－70歳 （女性） （5歳きざみの節目） ���300円 

一般住民結核検診 �65歳以上 �7月1日・4日～8日“11日～13日 　7月27日・28日 　予備日10月24日 ��無　料 

※肝炎ウイルス検診は　7月1日、4日～8日、11日～13日、27日、28日の健診の中で実施します。

対象者には個人通知します。自己負担金は700円です。

※子宮がん検診は17年度は実施しません。

※40－64歳で胸部のレントゲンを撮る機会のない方は、肺がん検診を受診されることをお勧めします。
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《対象年齢・接種回数・方法》

種　類 �標準年齢 （対象年齢） �接　種　回　数 �接種方法 

B　C　G �3か月～6か月未満 （6か月未満） �1　回 �個別接種 

ポリ　オ �3か月～1歳6か月 （3か月～7歳6か月未満） �2　回 �集団接種 

三種混合 �3か月～2歳6か月 �初回：3－8週間隔で　3回 �個別接種 
（3か月～7歳6か月未満） �追加：初回終了1年後に1回 

麻　　疹 �1歳～1歳3か月 （1歳～7歳6か月未満） �1　回 �個別接種 

風　　疹 �1歳～3歳 （1歳～7歳6か月未満） �1　回 �個別接種 

日本脳炎 �1期：3歳～4歳 �初回：1－4週間隔で　2回 �個別接種 
（3歳～7歳6か月未満） �追加：初回終了1年後に1回 

2期：小学4年生（9－13歳未満） �1　回 
3期：中学3年生（14・15歳） �1　回 

二種混合 �小学6年生 （11・12歳） �1　回 �個別接種 

《接種場所・期間》　　接種料金は無料です。

種　類 �接種場所 �4 �5 �6 �7 �8 �9 �10 �11 �12 �1 �2 �3 
月 �月 �月 �月 �月 �月 �月 �月 �月 �月 �月 �月 

B　C　G �委託医療機関 �○ �○ �○ �○ �○ �○ �○ �○ �○ �○ �○ �○ 

ポリ　オ �保健センター � �○ � � � � � �○ � � � � 

三種混合 �委託医療機関 �○ �○ �○ �○ �○ �○ �○ �○ �○ � � �○ 

麻　　疹 �委託医療機関 �○ �○ �○ �○ �○ �○ �○ �○ �○ � � �○ 

風　　疹 �委託医療機関 �○ �○ �○ �○ �○ �○ �○ �○ �○ � � �○ 

日本脳炎 （幼児） �委託医療機関 �○ �○ �○ �○ �○ �○ �○ �○ �○ � � �○ 

日本脳炎 （小学4年生） （中学3年生） �委託医療機関 � �○ �○ �○ � � � � � �7．－ヽ 、じ �－ヽ ヽ．′ � 

ニ種混合 （小学6年生） �委託医療機関 � �○ �○ �○ �○ � � � �‾？．T tZ � �＼ � 

※予診票に付いている畦別接種委託医療機関名簿日で、曜日や時間 

を確認して予防接種に行きましょう。（BCGは予約が必要です。）　　　　　　　　　　‾‾‾‾‾ 
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認諾引諾料欄1になります！㊨⑤ 
口座振替による保険料納付は、被保険者に安心・便利・確実を約束する制度です。そこで、この制度の利用 
を促進するため、従来の口座振替によって保険料の割引がある1年前納・半年分の保険料を前納する納付 
方法に加え、月々に口座振替で納付する場合でも、早期に納付することで割引される制度（早収）が導入さ 
れます。割引額は40円です。現在、口座振替（毎月）をしている方は変更の申出が必要になります。 

離日帽2　　30歳未満の方、必見です！ 

若年者納付猶予制度 
所得が少ない若年者が免除申請を行った場合、世帯主である親の所得が多ければ免除非該当となってし 
まいます。このため、30歳未満の若年者については、本人と配偶者の前年の所得が基準以下であれば、申請 
により保険料の納付が猶予される制度がスタートします（平成27年6月まで）。10年以内なら追納も可能 
で、その場合は保険料を納付した期間と同じ扱いになります。ただし、追納保険料の額は、本来の保険料に 
加算した額となります。 

国書〇・　免除基準の蛮更 
現行の免除制度の所得要件は4人世帯モデルを基準に設定されています。若年者層の保険料納付率が低迷 
している中、若年者層に多い単身世帯の基準を中心に免除基準の見直しが行われます。 

世帯数型男 ��叫の免除対象所得ラインのめやす　　　　　　　　　　　　（）は改正前の基準 

単身世帯 �2人世帯 �4人世帯 � 

全額免除 �57万円（35万円） �92万円（94万円） �162万円（164万円） 

半額免除 �141万円（85万円） �195万円（172万円） �282万円（285万円） 

宙をg　　　任意加入対象時期に障害を負った方、必見です！ 

特別障害給付金制度譜灘豊盤器嵩謀議話語絹置です。 
①　20歳以上の学生は、現在国民年金の加入が義務付けられていますが、平成3年3月以前は、国民年 

金の加入は任意となっていました。その任意の時期に国民年金に加入せず、障害を負った人 ②厚生年金、共済組合等の加入者に扶養されている配偶者は、現在は届出をして第3号被保険者に なりますが、昭和61年3月以前は、希望者だけが任意に加入し保険料を支払う仕組みでした。その 時期に国民年金に加入せず、障害を負った人 

③　①か（Dに該当される方で、当時任意加入していなかった期間内に初診日があり、現在障害基礎 
年金の1・2級相当の障害に該当する人 

【手続について】役場住民課の国民年金係で4月1日から受け付けています。必要な書類等がすべて揃わ 
ない場合でも、4月中に請求できます。 
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錮騒鵡蟹⑨麹轡
水道水の水質検査結果と計画
水道水は水道法に基づく水質検査によって安全性を確認しています。

●平成16年度の水質検査
毎日検査
色、濁り、残留塩素濃度を上水道区域4か所、
簡易水道区域4か所で検査しました。
定期検査
毎日検査（10項目）又は3か月に1回（25項目・50項目）の検査を8か所で行いました。

平成16年度の水質検査結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中央浄水場系統）

分 �墓園臆臆臆漢雪 �基準値（晒／ �検査結果（唯／l） �区 �分 �墓i音音音音書目 �基準値（唯／p） �検査結果（叩 

病原 生物 �1 �一般細菌 �100個以下 �0個 �消 圭 母 副 生 成 物 �26 �総トリハロメタン �0．1以下 �0．0270 

2 �大腸菌 �検出されないこと �検出されず ��27 �トリクロロ酢酸 �0．2以下 �0．02未満 

4匹 餞 物 質 重 金 属 �3 �カドミウム �0．01以下 �0．001未満 ��28 �プロモジクロロエチレン �0．03以下 �0．0042 

4 �水銀 �0．0005以下 �0．00005未満 ��29 �プロモホルム �0．09以下 �0．0105 

5 �セレン �0．01以下 �0．001未満 ��30 �ホルムアルデヒド �0．08以下 �0．008未満 

6 �鉛 �0．01以下 �0．001未満 �色 味 �31 �亜鉛 �1．0以下 �0，01未満 

7 �ヒ素 �0．01以下 �0．003 ��32 �アルミニウム �0．2以下 �0．02未満 

8 �六価クロム �0．05以下 �0．005未満 ��33 �鉄 �0．3以下 �0．03未満 

9 �シアン �0．01以下 �0．001未満 ��34 �銅 �1．0以下 �0．01未満 

10 �硝酸・亜硝酸 �10以下 �0．1未満 ��35 �ナトリウム �200以下 �47．9 

11 �フッ素 �0．8以下 �0．17 ��36 �マンガン �0．05以下 �0．005未満 

12 �ホウ素 �1．0以下 �0．10未満 ��37 �塩化物イオン �200以下 �27．9 

般 有 機 化 学 物 質 �13 �四塩化炭素 �0．002以下 �0．0002未満 ��38 �Ca・Mg等（硬度） �300以下 �76．1 
14 �1，4－ジオキサン �0．05以下 �0．005未満 ��39 �蒸発残留物 �500以下 �279 

15 �1，1－ジクロロエチレン �0．02以下 �0．002未満 �発泡 �40 �陰イオン界面活性剤 �0．2以下 �0．02未満 

16 �シス工2ジクロロエチレン �0．04以下 �0．004未満 �臭 気 �41 �ジェオスミン �0．00001以下 �0．000002未満 

17 �ジクロロメタン �0．02以下 �0．002未満 ��42 �2－メチルイソボルネオール �0．00001以下 �0．000002未満 

18 �テトラクロロエチレン �0．01以下 �0．0005未満 �発泡 �43 �非イオン界面活性剤 �0．02以下 �0．005未満 

19 �トリクロロエチレン �0．03以下 �0．002未満 �臭気 �44 �フェノール類 �0．005以下 �0．005未満 

20 �ベンゼン �0．01以下 �0．001未満 �味 �45 �有機物等 �5以下 �0．5未満 

消 ∃巨 母 副 生 成 物 �21 �クロロ酢酸 �0．02以下 �0．002未満 �基 礎 的 性 状 �46 �pH値 �5．8－8．6 �7．2 
22 �クロロホルム �0．06以下 �0．0013 ��47 �味 �異常でないこと �異常なし 

23 �ジクロロ酢酸 �0．04以下 �0．004未満 ��48 �臭気 �異常でないこと �異常なし 

24 �ジプロモクロロメタン �0．1以下 �0．0110 ��49 �色度 �5度以下 �1度未満 

25 �臭素酸 �0．01以下 �0．001未満 ��50 �濁度 �2度以下 �0．5度未満 

※　平成16年度の加治木町の水質検査は　毎日検査、定期検査ともすべて水質基準に適合しました。

●平成17年度の水質検査計画
毎日検査
色、濁り、残留塩素濃度を上水道区域4か所、簡易水道区域4か所で検査を行います。
定期検査
毎日検査（10項目）又は3か月に1回（25項目・50項目）の検査を8か所で行います。
臨時水質検査
必要が生じた場合、臨時の検査を行います。

※　平成16年度の水質検査結果と平成17年度の水質検査計画は水道課で閲覧できます。

水道に関するお問い合わせ　　加治本町水運課　　℡63－3482
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葦教育委員会椿より
加治木の家庭教育第8章 読書の勧めと郷土を愛する心を育てよう

子ともたちが健やかに育つ環境作り

加治木町教育委員会では、平成17年度から町内の教育施設

での喫煙を禁止することにしました。これは、健康増進法の

趣旨を徹底し、児童生徒・園児及び職員の健康の保持増進と

快適な学校環境の形成を推進するため、4月1日をもって実施

したものです。したがって、これらの施設、とりわけ学校や

園を訪問される場合は敷地内での喫煙ができなくなります。

運動会や授業参観においでいただく場合でも、喫煙場所は設

定しないことにしております。趣旨を御理解いただいて御協

力くださるようお願いします。なお、一部の学校や施設では

準備期間を設け、9月1日から実施するところもあります。

御入学　おめでとうございます

男子 �女子 �計 �組 

柁域小学校 �32 �32 �64 �3 

錦江小学校 �35 �18 �53 �2 

竜門小学校 �1 �6 �7 �1 

永原小学校 �1 �3 �4 �1 

加治木小学校 �26 �38 �64 �3 

加治木中学校 �119 �124 �243 �7 

建物内が禁煙になる施設 

○図書館・郷土館・文化財室 
○椋鳩十文学記念館・陶夢ランド 
○学校給食センター 
○教育委員会事務局 

本年度は、192名が町内の小学校に入学しました。これ

は、例年にくらべると30名ほど少ない数です。

元気いっぱいの1年生は、新しく赴任された先生方とと

もに、新しい風を学校に巻き

起こしてくれそうです。瞳か

がやく1年生が健やかに育ち、

大きく成長するようみんなで

見守っていきましょう。

7月　：軍， 
。I 

加治木町教育委員会では、昨年「地域が育む『加治木っ子』育成プラン」の中で、子どもたちの体験 

活動を支援するために「加治木っ子手帳」を作り、町内の全児童・生徒に配布しました。 

この中には、さまざまな加治木町の行事や文化・産業、地図、体験のしかたなどが掲載さ 

．　　　　　れていて、子どもたちは、この手帳に自らが体験したことを書き込み、思い出と 
ー　●　　　　　　　して残します。人はいろいろな体験の中から学び、育っていくものです。自然 

）　体験や奉仕体験など、体験を通した学びは、「生きる力」となって、必ず役に 

立つものです。子どもたちの手帳がいっぱいになるように、本年も保護者や地 

域の方々の御支援をお願いします。 

問い合わせ5 �古　畑浩木田 �臓中三音量≡事案2三 �学校教育課 �驚　℡62臆21 �漢音漢1罰網田Ⅲ 
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平成16年度「基礎・基本」定着度調査結果

鹿児島県教育委員会は　平成17年1月に全県下の小学校5年生、中学校1・2年生に対して、各教科の基礎的基本的事

項について、定着の状況を調査しました。その結果（正答率）がこのたび公表されましたので、加治木町内の児童生徒

の結果と合わせてお知らせします。

国　　語 ��社　　会 ��算数・数学 ��理　　科 ��英　語 

加治木町 �県平均 �加治木町 �県平均 �加治木町 �県平均 �加治木町 �県平均 �加治木町 �県平均 

小　5 �87．2 �86．5 �80．1 �77．5 �81．4 �81．5 �76．5 �76．9 �－ �－ 

中1 �79．3 �75．6 �65．2 �59．3 �77．4 �64．8 �66．8 �63．9 �65．5 �58．8 

中　2 �84．5 �81，7 �64．1 �63．3 �69．0 �62．9 �65．5 �56．9 �62．2 �59．5 

％　　　　　　小学校5年生の基礎基本調査結果（観点別正答率） 
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％　　　　　　　　中学校1年生の基礎基本調査の結果（領域別） 
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％　　　中学校2年生の基礎基本調査の結果（領域別通過率） 
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プラン策定から1年！　あなたのまわりではどうですか？

平成11年に「男女共同参画社会基本法」ができて、男女共同参画による社会づくり
を最重要課題と位置付けました。
加治木町でも平成16年3月に「かじき男女共同参画プラン」ができました。

基本理念（根本的な考え方）は
「lL、豊かな活力に満ちたまちづくり」の実現に向

けて、あらゆる分野における取組が、住民一人ひと

りの個人としての尊厳が尊重され、その個性と能力

が十分に発揮されるよう「男女の人権の確立」を基

盤に行われるようなものにすることです。

プランの推進は

計画の進み具合を把握し、その結果に基づいて推

進委員会で施策・事業のあり方について検討し、さ

らに推進懇話会で住民の意見等を踏まえながら住民

と行政が一体となって推進していきます。

基本目標には次の4つを掲げました。

I　性別にとらわれない一人ひとりの人権の確立を目指します。
『「法の下の平等」から「事実上の平等」へ』、『「真の男女平等社会」は性別にとらわれない人権の確立が基盤』

Ⅱ　性別にかかわらず一人ひとりの多様な生き方が尊重され、誰もが安心して暮らせる環境の整備を目指します。
『多様なライフスタイルを尊重し受容する男女共同参画によるコミュニティー』

Ⅲ　性別にかかわらず個性と能力が発揮できる就業環境の整備をすすめます。
『雇用等の分野における男女の平等』、『女性の自立を支える経済基盤の確立』

Ⅳ　男女共同参画による「心豊かな活力に満ちたまちづくり」を推進します。
『住民自治の確立をめざす意思決定システムの変革』、『新たな時代のまちづくりが要請する

ジェンダーの主流化』

プラン策定から1年経って、あなたのまわりでは意識や言動が何か変わったでしょうか？

見つめてみませんか？　自分のこと！　まわりのこと！　そして御意見をお寄せください。

加治木町で4月から　女性相談を開始します。
いろんな問題をかかえてどうしたらいいかわからない！そんなとき一人で悩まず相談してみませんか？

女性相談員が一緒iこ悩み事を考え、あなた自身の力で問題解決へ向かうお手伝いをします。
（生き方・子育て・介護・DV・セクハラ・・などのさまざまな問題）

に）日　時　毎週火曜日9：00・－12：00（年末年始・祝祭日は除く）

工l方　法　原則　電話相談　相談日専用電話62－2230

面接相談も可。内容によっては専門機関への紹介・連絡も致します。
（ニ相談員　2名（女性相談員）　　二相談料　無料　　一二）秘密は固く守ります。

男女共同参画センター（1日県庁跡）
面接相談（法律／心と体の健康相談）は要予約　相談専用電話：099－22十6630f6631
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‖∴若鳥、薯器宝器慧譜藍と書≡慧 
了　　　　　　　　　㌔　　それがいけなかったのでしょうか。その後、私は風邪をひき、声が 

ll　享誌詔書、諜器諾諾謙詰露 l＿＿－＿＿＿－＿吉日藷豊驚露語器謹告誤蕊 

tl〇一‾一‾一．二itT‾　　　　　は二度と風邪をひかないように気をつけます。 　‾‾＼ 

iiiWっのまにか終わってしまった2月に比へ3月亘りましたc多くの人が授業に参加してくだきって ）　は長く感じました。その間・栗野町で開催されたIいるので、この5か月間、参加者一人ひとりが英語 

ビストロ交流会に参加したり・加音フェスタでは初圭を楽しく勉強し続けられるように頑張りたいと思い 　　　　　　　　　　　　　　i 

めて司会の仕事に挑戦したりしました。とても面白iます。今回の授業内容は前回と比べて大きな違いが 

かったです。私は司会をしながら、色々な演目を見iぁります。それはClassAとClassBに分けたこと 

ることができて楽しかったです。出演者たちはその」です。ClassAでは主に日本語を使い、ClassBで 

素晴らしい舞台で出演するのはさぞかし気持ちの良；は主に英語を使って教えます。そうすれば生徒た 

かったことでしょうo加音フェスタには数多くのボ：ちは自分のレベルによって、自分が楽しく英語を学 

ランティアがいて・みんなが同じ目標に向かって働iべるクラスを選べると思います。教材も工夫をして、 

くのを見てとても感動しました。皆さん、お疲れさ：英会話だけではなく、ヒアリング、読書、発音、英 

までした！来年の加音フェスタを楽しみにしていま　語の名言、SNooPYの漫画などで英語を楽しむつ 

す！　　　　　　　　　　　　　　　iもりです。これからも「Bettyの語らナイト」はま 

「Bettyの語らナイト」第2学期が3月2日から始　二　だまだ続きます。よろしくお願いします。 

一一一一 

ヽ はれがも年－、土 �葛■■Sm 蔀 青 ′ 全車十 十、一＼ �享 

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、”○　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　一・ 

「 l 、＿－；；iii 壷讃／1，重囲口 ヽ∴ 　捜Ti頂と用に四、 ！ 　　ら 　二．。一－ぎー志望誓書一畳揚若葉努 ・－－基噸－細噛臓農場””．＿－、－＿－．一，，∴－－＿一一一一〇農場“●農場－ilii青嶋｝〇〇一一ふ、－エーLAL一1－°－■▲一一」 
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）自　国　藤　神　都

畑　田　原　村　山
－マ

ロ　弘　克　千　春　洋　サ

白　中　脇　藤　田

尾　村　本　崎　代

己　秋　子　子　子
勉　星　文　俊　君　藤
波　庫　泉　江　人

呈出車如商紳輔車軸暗部捕捉軸古拙曲缶鵬車軸暗辞軸車軸暗部拇車軸軸軸車軸暗面曲卓出詔抽出

く　あ族妹学家 、るにの生族と『さ 擬加奈子／割 　く 　ら 

三三：≡∴ ° � 
三三…薫≡ 

とそへ研も　　　『 � 

；たでつ開子王　　　　／作・ oい　も　も発と』 

おはなし会の　日　時：5月14日（土）午前10時30分～．移 � 

御案内　　場　所：町立図書館学習室　　　　　　こ‘ 

（毎月第2土曜日）内　容：絵本の読み聞かせ・紙芝居など 
※どなたでも参加できます。お気軽にお越し下さい。 
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中　　田

（本（梅
夫野妻木

逸恵テ則
三子ル雄
63　　子
）　　63

）

納期限（5月2日）までに納めましょう。

網税は手軽で便利な口座振替で！
手続は口座をお持ちの銀行や農協等で簡単にできます。

問い合わせ先　税務課TEL62－2111（内線102－104）

月　日 ���医療機関 �電　話 �医療機関（眼科） �電　話 

4 月 �10 �（日） �松　下　完　治　内　科 �62－0084 �田　中　眼　科　医　院 �65－3986 17 �（日） �徳重クリ　ニ　ック �62－2672 �渡辺眼科クリニック �45－6888 

24 �（日） �おばた泌尿器・ひふ科 �62－7100 �い　ぢ　ち　眼　科 �47－3618 

29 �（祝） �浜崎クリ　ニ　ック �62－8588 �神　　村　　眼　　科 �64－5556 

5 月 �1 �（日） �川島クリ　ニ　ック �62－7200 �隼　人　福　島　眼　科 �64－2940 

3 �（祝） �加治木温泉病院 �62－0001 �西　眼　科　医　院 �62－2526 

4 �（休） �ザ　　王　　病　　院 �62－4611 �椎　原　眼　科　医　院 �43－1050 

5 �（祝） �大　　井　　病　　院 �63－2291 �青　雲　病　院　眼　科 �66－3080 

8 �（日） �四本信一皮膚科 �63－9912 �田　中　眼　科　医　院 �65－3986 

15 �（日） �とくだクリニック �64－1717 �渡辺眼科クリニック �45－6888 

22 �（日） �西国耳鼻咽喉科 �62－8787 �い　ぢ　ち　眼　科 �47－3618 

29 �（日） �さ　ん　の　う　内　科 �63－3000 �神　　村　　眼　　科 �64も556 

診療時間 ���午前9時～午後5時 ��午前9時～午後1時 

人口・世帯の動き
平成17年3月1日現在

※（）内は前月との比較
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